
巻頭言

　われわれ人類の真の願いは，何時の時代にも何処
でも誰もが「こころ豊かな健康」を維持し続けるこ
とにある。このことを否定する人は誰もいまい。こ
の世界に存在する科学や哲学や宗教は時空を越え，
なべて「こころ豊かな健康」であるための真理を求
め続けている。弾むような笑顔にみられる幼児の健
康は，その子どもたちの体が健全な食物と良好な環
境に依存していることに疑う余地はない。
　では，現実の日々の生活のなかで健康とは何であ
ろうか。世界保健機関（WHO）は「健康」を次の
ように定義している。「健康とは，完全に，身体，
精神，および社会的によい（安寧な）状態であるこ
とを意味し，単に病気でないとか，虚弱でないとい
うことではない」。ここでの精神の訳は，英語のメ
ンタル（mental：精神の，心的な，知的な）に相
当する。
　しかし，世界保健機関は1999年の総会で新たに

「健康」の定義を以下のように提案し，その内容を
ほぼ十年にわたって議論した。それには新たに，ス
ピリチュアル（spiritual：精神的な，霊的な，心の）
と動的な（dynamic）という言葉が加わっている。
すなわち，「健康とは，完全に，身体，精神，スピ
リチュアルおよび社会的によい（安寧な）動的な状
態であることを意味し，単に病気でないとか，虚弱
でないということではない」。この定義が決着する
には，恐らくあらゆる分野の人びとによる長くて深
い議論が必要であろう。スピリチュアルという語の
内容は，数ある宗教の教えに深く関わっているから
である。
　20世紀とは一体どんな世紀であったのか。恐ら
く，科学技術の大発展とそれに付随した成長の魔力
に取り憑かれた世紀といえるのではないか。ここで
いう成長とは，あらゆる意味での物的な拡大を意味
する。このような成長を支える科学技術は，わずか
百年前にはじまり，その後肥大・拡大し巨大な潮流
となり20世紀後半と21世紀前半を駆け抜けた。こ
の潮流の中で，われわれはものを豊かに造り，そ

の便利さを享受するとと
もに，この技術を活用し
宗教や政治や主義にから
む多くの戦争を行ってき
た。科学技術こそが経済
成長や豊潤な生活に不可
欠だという考え方が，今
なお世界を鷲づかみにし
ている。
　これらは「技術知」が
なす業である。それが文
明の発達を促した。「技術知」は目的と手段を定め
たうえで地球の資源を活用し，平面的な方向に新し
い技術を開発していく。「技術知」に対して，人類
が長い時間を通して生活の場から観察し，獲得して
きた智恵がある。「生態知」または「経験知」とも
呼べる。「生態知」は「技術知」を生活の場から深
く掘り下げるため，思考や研究が垂直方向に高揚・
深化し，文化の進展をもたらした。
　20世紀に得られた「技術知」は，温暖化やオゾン
層などに代表される地球環境問題を起こした。しか
るに，文明を発展させ環境を守るために「技術知」
は不要か。そうではない。「技術知」も「生態知」
も人間の叡智が生み出した貴重な財産である。今，
われわれが必要としているのは，これらを融合する

「統合知」ともいえる知を創出することである。こ
のことは，いま農水省の六次産業（生産・加工・流
通・販売）構想や医福食農連携事業，北里大学や当
研究所で行われている農医連携構想に現れている。
　今後，農医連携や医福食農連携をさらに深化させ
るためには，冒頭に述べたスピリチュアルの概念・
健康・癒し・環境保全・生きがいづくり・教育・景
域などが，これらの連携構想に加算されなければな
らない。農は六次産業を越えた七次産業に発展しな
ければならない。いや，農は本来そのような役割を
担っていたのである。われわれはその役割を置き忘
れてきたに過ぎない。
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概要



文書のアクセシビリティの完全性を損なう可能性がある問題点が検出されました。





		手動チェックが必要: 2
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		不合格: 15







詳細レポート





		文書





		ルール名		ステータス		説明



		アクセシビリティ権限フラグ		合格		アクセシビリティ権限フラグの設定が必要



		画像のみの PDF		合格		文書が画像のみの PDF ではない



		タグ付き PDF		不合格		文書がタグ付き PDF である



		論理的な読み上げ順序		手動チェックが必要		文書構造により論理的な読み上げ順序が決まる



		優先言語		合格		テキスト言語の指定



		タイトル		合格		文書のタイトルがタイトルバーに表示されている



		しおり		スキップ		大きい文書にしおりが存在する



		色のコントラスト		手動チェックが必要		文書の色のコントラストが適切である



		ページコンテンツ





		ルール名		ステータス		説明



		タグ付きコンテンツ		不合格		すべてのページコンテンツがタグ付けされている



		タグ付き注釈		合格		すべての注釈がタグ付けされている



		タブの順序		不合格		タブの順序と構造の順序が一致している



		文字エンコーディング		合格		確実な文字エンコーディングの指定



		タグ付きマルチメディア		合格		すべてのマルチメディアオブジェクトがタグ付けされている



		画面のちらつき		合格		ページで画面のちらつきが発生しない



		スクリプト		合格		アクセシブルではないスクリプトなし



		時間制限のある応答		合格		ページが時間制限のある応答を必要としない



		ナビゲーションリンク		合格		ナビゲーションリンクが繰り返し使用されていない



		フォーム





		ルール名		ステータス		説明



		タグ付きフォームフィールド		合格		すべてのフォームフィールドがタグ付けされている



		フィールドの説明		合格		すべてのフォームフィールドに説明がある



		代替テキスト





		ルール名		ステータス		説明



		図の代替テキスト		不合格		図に代替テキストが必要



		ネストされた代替テキスト		不合格		読み上げられない代替テキスト



		コンテンツに関連付けられている		不合格		代替テキストはいくつかのコンテンツに関連付けられている必要がある



		注釈を隠している		不合格		代替テキストが注釈を隠していない



		その他の要素の代替テキスト		不合格		代替テキストが必要なその他の要素



		テーブル





		ルール名		ステータス		説明



		行		不合格		TR が Table、THead、TBody または TFoot の子である必要がある



		TH と TD		不合格		TH と TD が TR の子である必要がある



		ヘッダー		不合格		テーブルにヘッダーが必要



		規則性		不合格		テーブル内の各行の列数と各列の行数が同じである必要がある



		概要		スキップ		テーブルに概要が必要



		箇条書き





		ルール名		ステータス		説明



		箇条書き項目		不合格		LI は L の子である必要がある



		Lbl と LBody		不合格		Lbl と LBody は LI の子である必要がある



		見出し





		ルール名		ステータス		説明



		適切なネスト		不合格		適切なネスト
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